
１．件名：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構高速増殖原型炉もんじゅ炉外

燃料貯蔵槽のナトリウム漏えい、液位及び温度の監視機能喪失による施

設運用上の基準の逸脱に関する面談 

２．日時：令和元年１１月２５日（月）１３時３０分～１４時３５分 

３．場所：原子力規制庁 ２階会議スペース 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

核燃料施設等監視部門 

白井上席監視指導官、福吉主任監視指導官、吉田原子力運転検査官 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

敦賀廃止措置実証部門 敦賀廃止措置実証本部 東京駐在 

 副本部長 他２名 

 

５．要旨 

（１）国立研究開発法人日本原子力研究開発機構から、令和元年６月１２日に発生

した高速増殖原型炉もんじゅの炉外燃料貯蔵槽のナトリウム漏えい、液位

及び温度の監視機能喪失による施設運用上の基準の逸脱に関して、事象の

原因究明、対策等の検討状況について説明した令和元年７ 月１０日の面談

（※１）以降の対策等の検討状況について、配布資料に基づき、以下の内

容の説明を受けた。 

・一般計装切換盤のヒューズ交換状況 

・これまでの外観、特性試験等の点検に加え、実施することとした点検項

目（電磁接触器に係る動作特性確認） 

・一般計装切換盤に係る対応スケジュール（動作特性確認、炉外燃料貯蔵

槽の液位計の電源変更、電磁接触器の更新等） 

（２）原子力規制庁から、了解した旨を伝えた。 

 

６．その他 

 配付資料 

「炉外燃料貯蔵槽のナトリウムの漏えい、液位及び温度の監視機能喪失による

施設運用上の基準の逸脱について」  

 

参考 

※１ 令和元年７月１０日の面談 

「国立研究開発法人日本原子力研究開発機構高速増殖原型炉もんじゅ炉外燃料貯蔵

槽のナトリウム漏えい、液位及び温度の監視機能喪失による施設運用上の基準

の逸脱に関する面談」 


